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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
一
九
八
一
年
）

八
O
　
　
（
六
一
八
）
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ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
一
九
八
一
年
）

坂

田

仁

　
私
は
、
一
昨
年
本
誌
に
「
新
刑
罰
体
系
」
と
題
す
る
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
犯
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

防
止
委
員
会
刑
事
政
策
部
会
の
報
告
書
の
抄
訳
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。
こ

の
委
員
会
は
、
一
九
七
三
年
四
月
に
議
会
に
提
案
さ
れ
、
一
九
七
四
年
に
発
足

し
た
、
政
府
に
直
属
す
る
犯
罪
防
止
の
た
め
の
独
立
の
研
究
、
諮
問
機
関
で
あ

（
2
）

る
。
委
員
会
に
は
、
事
務
局
の
他
に
、
ω
犯
罪
予
防
（
卑
9
富
爵
覧
画
）
、
ω
犯

罪
予
測
（
ギ
o
讐
8
費
）
、
③
広
報
（
冒
8
旨
畳
8
）
、
ω
薬
物
（
冒
鱒
。
怠
す
）
、

⑥
社
会
福
祉
機
関
、
学
校
、
警
察
の
協
力
（
ω
自
言
畦
σ
9
霧
8
芭
＆
旦
ω
脚
。
一
ぎ
9

8
冴
）
、
㈲
学
齢
期
の
児
童
及
び
少
年
に
対
す
る
犯
罪
防
止
活
動
（
卑
9
富
♂
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

①
げ
話
鴇
注
o
話
鱒
器
ヨ
げ
g
菖
釦
注
冨
旨
0
9
q
B
覧
o
目
一
昌
o
一
帥
匡
o
旨
）
、
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

犯
罪
者
の
社
会
復
帰
援
助
（
湊
8
器
弩
冒
鴨
9
竃
醇
曾
性
ゆ
密
3
）
、
　
⑧
法
と
権

利
（
冨
m
。
魯
議
3
、
⑨
刑
事
政
策
（
寄
ぎ
写
巴
宕
年
算
貰
び
。
房
簑
唇
℃
）
の

九
個
の
作
業
部
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
o
さ
き
に
あ
げ
た
、
新
刑
罰
体
系
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

最
後
の
刑
事
政
策
部
会
の
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
犯
罪
防
止
委
員
会
は
、
そ
の
研
究
調
査
活
動
の
結
果
を
毎
年
報
告
書
の
形
で

発
表
し
て
い
る
が
、
昨
年
（
一
九
八
一
年
）
中
に
は
、
次
の
五
つ
の
報
告
書
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
－
、
切
§
冨
艮
く
。
＆
言
α
Q
。
p
憲
鴨
ω
冨
署
o
賊
件
一
。
。
。
一
℃
盈
署
o
H
二
Q
o
。
一
二
’

　
　
（
犯
罪
の
す
う
勢
）

　
2
、
禦
o
δ
邑
玲
暫
9
邑
一
α
q
ゲ
①
一
く
箆
冒
℃
o
ほ
o
魯
Φ
着
o
降
（
鋤
〈
∪
彗
寓
の
・
q
－

　
　
ロ
β
ω
ω
魯
ン
ヵ
9
。
℃
℃
o
旨
這
o
o
一
”
ド
（
輸
入
及
び
輸
出
に
伴
う
経
済
犯
罪
）

　
3
、
＞
≦
鮮
帥
＆
①
自
。
一
ざ
ε
H
よ
づ
一
8
賊
Φ
ユ
玲
0
3
①
ヨ
℃
ぼ
玲
α
o
吋
弩
ω
ぎ
ぎ
α
。

　
　
（
黛
言
包
ぎ
勺
2
器
g
y
勾
艶
℃
喝
o
旨
這
o
o
一
”
oo
　
（
逸
脱
的
下
位
文
化
－
理
論

　
　
的
経
験
的
研
究
）

　
4
、
2
。。
蒔
o
爵
㊤
包
ω
ω
ぼ
島
o
。
ゲ
ζ
嘗
一
葛
一
箒
二
訳
o
℃
冨
H
げ
R
α
Q
ω
一
ぎ
（
雪

　
　
い
器
痔
ヨ
3
弩
。
畠
寄
の
葛
置
o
o
旨
江
昌
y
蜜
箸
良
ご
o
。
ご
剃
。
（
コ
ッ

　
　
パ
ル
ベ
リ
ィ
州
に
お
け
る
薬
物
乱
用
と
犯
罪
）



5
、
ぎ
冨
馨
ま
記
浮
R
笹
器
島
Φ
§
袈
ぎ
8
窪
留
醇
。
。
甘
一
β
o
目
町
冒
営
甲

　
轟
a
§
1
窪
一
禅
①
建
ε
＆
〈
①
拐
一
ζ
（
貰
い
舞
の
く
o
昌
図
ロ
o
旨
一
躍
y
勾
8
・

　B鴇

這
o
o
一
”
9
（
矯
正
保
護
領
域
に
お
け
る
行
動
療
法
の
国
際
的
な
経
験
－
文

　
献
概
観
）

　
第
一
の
報
告
書
は
、
一
九
八
○
年
の
犯
罪
の
す
う
勢
の
分
析
で
あ
る
。
犯
罪

防
止
委
員
会
で
は
、
そ
の
創
立
以
来
、
毎
年
そ
の
前
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
国
内

の
犯
罪
の
す
う
勢
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
そ
の
前

年
の
犯
罪
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ
の
年
の
三
月
ま
で
の
実
態

か
ら
そ
の
年
の
犯
罪
の
状
況
を
予
想
し
て
、
犯
罪
防
止
計
画
の
策
定
に
役
立
て

る
こ
と
に
あ
つ
た
。
し
か
し
一
九
八
一
年
に
つ
い
て
は
、
後
半
の
作
業
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
分
析
に
当
つ
て
い
る
の
は
、
委
員
会
の
事
務
局
内
の
専
門
家
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
一
九
七
四
年
に
法
務
省
か
ら
犯
罪
防
止
委
員

会
に
引
き
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
基
礎
デ
ー
タ
は
統
計
中
央
局
の
作

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

成
し
て
い
る
統
計
資
料
と
そ
の
他
の
特
殊
調
査
に
よ
る
資
料
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
書
に
は
、
裁
判
や
矯
正
の
実
態
に
つ
い
て
の
資
料
は
な
く
、
犯
罪
現
象

そ
の
も
の
の
分
析
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
分
析
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
事
実
は
、
警
察
に
告
発
又
は
認
知
さ
れ
た
犯
罪

で
あ
る
。
そ
し
て
、
犯
罪
統
計
に
は
暗
数
が
つ
き
も
の
で
あ
る
と
の
前
提
か

ら
、
別
に
被
害
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
国
民

の
四
分
の
一
～
五
分
の
一
は
財
産
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
二
〇
人
に
一
人
は
人

身
犯
罪
の
被
害
に
あ
つ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
デ
ー
タ
は
お
お
む
ね
警
察
統
計

と
一
致
す
る
と
さ
れ
、
警
察
統
計
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
国
内
の
犯
罪
現
象
を
ほ
父

　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
一
九
八
一
年
）

正
し
く
反
映
し
て
い
る
と
報
告
書
は
み
て
い
る
。
し
か
し
一
部
の
財
産
犯
罪
に

つ
い
て
は
、
盗
難
保
険
の
手
続
の
変
化
を
反
映
し
て
被
害
届
の
提
出
数
が
減

り
、
逆
に
薬
物
犯
罪
に
つ
い
て
は
検
事
総
長
の
通
達
に
よ
つ
て
、
小
犯
罪
に
つ

い
て
も
公
訴
が
堤
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
警
察
の
捜
査
活
動
が
活
発
に
な
つ

て
、
薬
物
犯
罪
の
数
の
増
加
に
つ
な
が
つ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
他
、
か
く
れ

た
家
庭
内
暴
力
の
人
身
犯
の
数
へ
の
影
響
、
統
計
作
成
上
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

記
入
ミ
ス
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
一
九
八
○
年
の
犯
罪
水
準
は
、
前
年
に
比
し
増
加
し
て
い

る
。
そ
の
特
徴
は
、
詐
欺
、
薬
物
犯
罪
の
増
加
で
あ
る
。
刑
法
犯
の
総
数
は
、

七
六
〇
、
九
一
一
件
、
人
口
十
万
人
当
り
一
一
、
三
八
七
件
で
、
ど
ち
ら
も
過

去
最
高
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
検
挙
率
は
相
対
的
に
低
く
な
つ
て
い
る
。
そ

の
理
由
を
、
報
告
書
は
、
社
会
の
監
視
す
る
目
の
減
少
に
帰
し
て
い
る
。

　
今
回
の
報
告
書
で
は
、
一
九
八
一
年
内
の
犯
罪
の
す
う
勢
の
予
想
は
な
さ
れ

な
か
つ
た
が
、
一
九
八
O
年
ま
で
は
、
そ
の
年
の
三
月
ま
で
の
統
計
に
、
過
去

の
年
間
の
犯
罪
数
の
変
動
を
加
味
し
て
、
そ
の
年
の
犯
罪
水
準
の
予
測
を
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
○
年
に
は
、
予
測
と
現
実
に
く
い
違
い
が
生
じ

た
の
で
、
一
九
八
一
年
の
今
回
の
報
告
書
は
、
こ
の
方
法
を
放
棄
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
そ
の
か
わ
り
に
、
社
会
変
動
要
因
を
予
測
因
子
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
報
告
書
は
、
人
身
犯
、
財
産
犯
、
薬
物
犯
罪
に
つ
い
て
最
近
の
特
徴
を
要
約

し
て
い
る
。
人
身
犯
の
増
加
率
は
極
端
に
小
さ
く
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
人

身
犯
の
特
殊
な
タ
イ
ブ
で
あ
る
強
盗
の
増
加
率
は
高
い
。
こ
れ
を
解
釈
す
る

と
、
道
具
的
暴
力
（
8
江
3
謹
ロ
e
窪
琶
冨
愚
一
自
9
）
は
増
加
し
、
表
出
的
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
六
｝
九
）
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
輔
九
八
一
年
）

力
（
儀
9
0
巷
お
路
奉
轟
箆
9
）
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
る
o

器
物
損
壊
の
増
加
率
の
減
少
も
こ
の
解
釈
を
支
持
す
る
。
学
校
で
の
落
ち
こ
ぽ

れ
、
失
業
、
移
民
問
題
、
家
族
の
離
散
、
薬
物
な
ど
の
問
題
は
、
下
位
文
化
の

形
成
と
道
具
的
暴
力
の
増
加
と
を
支
持
す
る
。

　
薬
物
犯
罪
は
一
九
八
○
年
に
爆
発
的
に
増
え
、
前
年
の
二
倍
以
上
に
な
つ
て

い
る
。
こ
れ
に
は
、
前
述
し
た
検
事
総
長
の
通
達
の
影
響
も
あ
り
、
事
実
と
し

て
薬
物
犯
罪
が
増
加
し
た
か
否
か
は
急
に
は
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
し
か

し
、
薬
物
犯
罪
は
、
社
会
の
薬
物
問
題
の
拡
が
り
と
非
行
下
位
文
化
の
存
在
の

指
標
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
財
産
犯
に
つ
い
て
は
、
侵
入
盗
、
自
動
車
盗
は
減
少
、
そ
の
他
の
窃
盗
の
増

加
率
も
小
さ
い
が
、
こ
れ
は
、
一
九
八
O
年
の
経
済
状
態
が
上
向
い
て
来
た
こ

と
と
関
係
が
あ
る
。
一
方
、
詐
欺
の
増
加
が
激
し
く
、
窃
盗
か
ら
詐
欺
へ
の
行

為
形
態
の
変
化
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
報
告
書
は
、
経
済
犯
罪
を
詐
欺
の
範
時
に

入
れ
て
考
え
て
お
り
、
新
し
い
犯
罪
技
術
及
び
犯
罪
を
誘
発
す
る
機
会
構
造
の

成
立
と
、
社
会
の
側
で
の
経
済
犯
罪
の
犯
罪
構
造
の
定
義
づ
け
及
び
経
済
犯
罪

に
よ
る
利
益
の
監
視
体
制
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

　
以
上
を
総
論
と
し
て
、
報
告
書
は
、
個
々
の
犯
罪
に
つ
い
て
一
九
五
〇
年
以

来
の
傾
向
の
分
析
を
行
つ
て
い
る
。

　
人
身
犯
は
、
一
九
八
○
年
に
は
二
五
、
〇
六
二
に
達
し
て
お
り
、
前
年
比
六

％
の
増
加
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
か
ら
の
比
較
で
は
、
人
口
一
〇
万
人
当
り
の

数
で
二
倍
以
上
に
な
つ
て
い
る
。
そ
の
間
一
九
六
五
年
に
大
巾
な
事
件
増
が
あ

つ
た
が
、
そ
れ
は
警
察
の
中
央
集
権
化
と
関
係
が
あ
る
と
き
れ
て
い
る
。

　
強
姦
は
、
一
九
八
O
年
に
は
八
五
五
件
あ
つ
た
。
一
九
五
〇
年
以
来
増
加
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
六
二
〇
）

続
け
て
い
る
が
、
暗
数
が
非
常
に
多
い
と
思
わ
れ
る
点
か
ら
軽
く
扱
わ
れ
て
い

る
o

　
強
盗
は
、
数
こ
そ
少
な
い
が
、
暴
力
を
伴
う
点
で
強
い
関
心
を
も
た
れ
て
い

る
。
一
九
八
○
年
に
は
三
、
四
二
七
件
あ
り
、
そ
の
八
七
％
は
個
人
に
む
け
ら

れ
、
四
分
の
三
は
屋
外
で
犯
さ
れ
て
い
る
◎
一
九
五
〇
年
以
来
の
比
較
で
は
、

一
〇
万
人
当
り
の
件
数
で
約
一
〇
倍
に
な
つ
て
い
る
Q
た
父
、
一
九
七
九
年
に

は
前
年
比
一
〇
％
減
に
な
つ
て
い
る
が
、
一
九
八
O
年
に
は
又
増
加
に
転
じ
て

い
る
。
増
加
率
は
一
九
七
七
年
が
最
大
で
あ
る
Q
な
お
、
強
盗
の
五
〇
％
弱
は

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
起
き
て
い
る
。

　
侵
入
盗
は
、
一
九
八
O
年
に
は
、
一
三
九
、
輔
二
五
件
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ

は
全
刑
法
犯
の
五
分
の
一
に
あ
た
る
。
一
九
五
〇
年
と
の
比
較
で
は
七
倍
で
あ

る
。
た
だ
、
増
加
の
傾
向
は
一
様
で
な
く
、
一
九
七
七
年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
以

後
は
減
少
し
て
い
る
。

　
自
動
車
盗
も
、
侵
入
盗
同
様
波
状
に
件
数
が
変
化
し
、
一
九
七
七
年
を
ピ
ー

ク
（
四
、
四
四
九
件
）
に
以
後
減
少
し
て
い
る
。
一
九
八
O
年
の
数
は
、
三
四
、

三
〇
一
件
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
窃
盗
の
一
九
八
O
年
の
件
数
は
、
三
四
〇
、
六
一
四
件
で
、
全
刑

法
犯
の
四
五
％
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
侵
入
盗
、
自
動
車
盗
と
異
な
り
、
一
九

七
七
年
以
後
も
幾
分
増
加
し
て
い
る
。

　
以
上
の
財
産
犯
（
詐
欺
は
除
く
）
の
増
加
に
影
響
を
与
え
る
事
実
と
し
て
は
、

一
九
六
五
年
の
警
察
の
中
央
集
権
化
、
統
計
の
取
り
方
の
変
化
、
保
険
約
款
の

変
化
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
の
オ
ー
ト
バ
イ
盗
へ
の
影
響
、
薬
物
常
用
者
の

侵
入
盗
へ
の
影
響
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
検
挙
率
の
低
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下
と
緩
刑
化
が
威
嚇
力
の
減
退
を
招
き
、
犯
罪
を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
の
説
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
詐
欺
は
、
一
九
八
○
年
に
は
一
〇
一
・
、
一
二
二
件
で
、
前
年
比
四

三
％
増
、
器
物
損
壊
は
、
一
九
八
○
年
に
は
五
九
、
〇
五
七
件
で
、
一
九
五
〇

年
以
来
増
加
し
て
い
る
が
、
ピ
ー
ク
は
一
九
七
七
年
（
六
二
、
…
二
〇
件
）
で
あ
る
。

　
以
上
の
他
、
英
米
独
及
び
北
欧
諸
国
と
の
国
際
比
較
、
薬
物
犯
罪
の
分
析
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
◎

　
本
報
告
書
の
後
半
に
は
左
記
の
個
人
名
の
研
究
論
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
①
　
O
舞
O
旨
畠
三
ぎ
ロ
O
号
ぼ
9
一
ω
一
蒔
ゲ
9
　
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
と
犯
罪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
一
件
β
H
ω
〇
一
自o
旨

　
②
　
○
日
ぴ
『
o
津
巴
蒔
げ
卑
一
ω
〈
㊦
コ
ω
犀
帥
犀
o
ヨ
］
B
賃
づ
R
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
コ
ミ
ュ

　
　
ー
ン
内
の
犯
罪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
訂
旨
内
自
窪
げ
O
ヨ

　
③
　
閏
貯
希
言
ぼ
o
茸
ヨ
巴
o
篤
蜀
件
δ
5
ヨ
酵
犀
三
b
α
q
（
所
有
登
録
に
よ
る
侵
入

　
　
盗
の
減
少
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
げ
き
口
①
の
因
昌
三
器
O
コ

　
ω
　
O
ヨ
富
2
艮
切
α
q
O
コ
薯
α
の
ロ
①
瞠
O
P
O
ヨ
冨
犀
帥
ぼ
O
＃
巴
蒔
7
Φ
8
コ
（
経
済
犯
罪
の

　
　
範
囲
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
き
竃
お
ロ
q
の
の
8

　
⑤
　
い
鋤
閃
簿
岸
3
営
閃
怨
お
餌
乱
o
唖
筍
9
魯
o
口
o
ヨ
一
玲
ぼ
9
冨
凱
σ
q
げ
9
（
経
済
犯
罪

　
　
に
対
す
る
立
法
措
置
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
囲
く
坤
9
9

　
⑥
ω
8
。
穿
o
ぎ
ω
ぎ
ヨ
ヨ
§
ω
璋
懸
巳
。。
冥
o
α
Q
冨
ヨ
ヨ
・
件
R
σ
q
き
一
の
R
＆
0
3

　
　
①
匿
O
づ
O
醤
冨
犀
ぼ
O
洋
匹
蒔
げ
9
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
け
る
、
組
織

　
　
犯
罪
及
び
経
済
犯
罪
に
対
す
る
措
置
計
画
）
　
　
　
　
　
ω
島
冨
＝
o
一
昌
ぽ
茜

第
二
の
報
告
書
は
、
輸
出
入
に
伴
う
経
済
犯
罪
の
経
験
的
研
究
で
あ
る
。
研

　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
一
九
八
『
年
）

究
は
v
経
済
犯
罪
の
諸
形
式
と
経
済
犯
罪
の
規
模
の
二
部
に
分
れ
て
い
る
。

　
経
済
犯
罪
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
法
的
定
義
は
も
ち
ろ
ん
無
く
、
学
者
の
定

　
　
（
6
）

義
も
区
々
で
、
定
ま
つ
た
も
の
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
議
会
の
法
務
委
員
会
の

（
7
）

定
義
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
経
済
犯
罪
と
は
、
経
済
的
利
益
の
獲
得
を

直
接
動
機
と
す
る
犯
罪
を
指
し
、
そ
の
行
動
が
産
業
活
動
の
枠
の
中
で
継
続
的

組
織
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
個
々
の
詐
欺
、
脱
税
な
ど
の
犯

罪
で
あ
つ
て
も
、
規
模
が
巨
大
で
あ
つ
た
り
、
社
会
的
影
響
の
大
き
い
も
の
も

経
済
的
犯
罪
に
ふ
く
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
組
織
的
な
薬
物
犯
罪
、
組
織
的
売

春
、
不
法
な
賭
博
な
ど
の
組
織
的
犯
罪
は
、
経
済
犯
罪
に
ふ
く
め
な
い
。
産
業

活
動
と
関
係
な
く
個
人
が
実
行
し
た
伝
統
的
な
財
産
犯
罪
も
経
済
犯
罪
と
は
み

な
さ
な
い
。

　
経
済
犯
罪
の
形
態
と
し
て
、
四
〇
種
類
の
形
式
が
分
類
提
示
さ
れ
、
規
模
の

面
で
は
、
調
査
の
結
果
あ
る
関
税
事
務
所
で
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
入
で
は
二

六
〇
万
ク
ロ
ー
ネ
に
相
当
す
る
不
正
輸
入
が
あ
つ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
全

国
の
不
正
輸
入
の
規
模
は
お
よ
そ
一
七
億
ク
β
ー
ネ
と
推
定
さ
れ
る
。

　
第
三
の
報
告
書
は
、
非
行
下
位
文
化
の
文
献
研
究
で
あ
る
。
主
に
英
語
文
献

を
用
い
て
、
下
位
文
化
の
概
念
の
歴
史
的
展
開
を
シ
カ
ゴ
学
派
の
影
響
と
い
う

流
れ
の
中
で
と
ら
え
て
い
る
。
著
者
は
、
旨
ぽ
巳
ε
器
の
語
に
対
し
て
ス
ウ
呂

ー
デ
ソ
語
の
表
現
と
し
て
、
留
一
巨
7
日
と
㎝
昏
ぎ
一
一
葺
の
二
つ
の
語
を
充
て

て
い
る
が
、
前
者
を
多
用
し
て
い
る
。

　
非
行
下
位
文
化
の
内
容
と
し
て
は
、
国
o
ぼ
旦
ρ
O
o
ぽ
P
＞
こ
蜜
旨
β
≦
こ

Ω
o
≦
巽
9
即
き
山
○
匡
一
P
い
こ
5
囲
9
冒
：
K
昏
一
〇
霧
犀
ざ
ダ
矯
ら
の
理
論
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
六
二
一
）
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
一
九
八
一
年
）

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
下
位
文
化
と
し
て
、
薬
物
文
化
と
刑
務
所
文
化

と
に
力
点
を
お
い
て
い
る
。
薬
物
文
化
に
つ
い
て
、
疑
H
臼
膏
け
の
い
わ
ゆ
る

コ
一
重
の
失
敗
」
に
批
判
的
で
あ
る
。
大
麻
の
乱
用
者
は
、
西
欧
世
界
の
生
活

ス
タ
イ
ル
に
反
す
る
正
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
担
い
手
だ
と
自
認
し
て
い
る
と

い
う
推
測
を
し
て
い
る
。
刑
務
所
文
化
に
お
い
て
は
、
ウ
ラ
・
ボ
ン
デ
ソ
ソ

（
望
冨
ぎ
民
3
9
）
等
を
引
用
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
施
設
収
容
者
は
収
容
中

に
犯
罪
傾
向
を
も
つ
た
態
度
を
身
に
つ
け
る
と
し
て
い
る
。
刑
務
所
文
化
の
本

質
は
、
収
容
者
の
苦
痛
と
変
質
と
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
葛
藤
型
の
下
位
文
化
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
社
会
に
は
無
縁
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
よ
う
な
組
織

的
な
反
社
会
集
団
の
な
い
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

　
著
者
の
興
味
が
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
　
「
外
見
的
に
は
異
な
る
よ
う
に

見
え
て
も
、
法
と
犯
罪
に
対
す
る
犯
罪
者
と
非
犯
罪
者
の
態
度
の
相
違
は
、
予

想
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
枠
の
規
範
は
社
会
全
体
に
妥

当
し
、
国
家
に
よ
つ
て
法
を
通
し
て
強
制
さ
れ
る
が
、
個
別
的
規
範
は
、
様
々

な
集
団
に
対
し
て
下
位
文
化
と
し
て
妥
当
し
、
そ
の
集
団
内
で
の
遵
守
が
求
め

ら
れ
る
。
即
ち
、
階
一
ざ
一
a
目
（
部
分
文
化
）
で
あ
る
。

　
結
論
的
に
著
者
は
、
下
位
文
化
と
い
う
表
現
よ
り
は
生
活
様
式
と
い
う
表
現

が
適
切
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
す
。

　
巻
末
に
は
二
〇
ぺ
ー
ジ
に
及
ぶ
英
語
及
び
北
欧
語
の
文
献
の
一
覧
が
あ
る
。

　
第
四
の
報
告
書
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
一
地
方
に
お
け
る
薬
物
と
犯
罪
に
関

す
る
実
愚
報
告
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
六
噌
＝
一
）

　
研
究
の
対
象
に
な
つ
て
い
る
コ
ッ
パ
ル
ベ
リ
ィ
州
は
人
口
二
八
万
余
（
ス
ゥ

ェ
ー
デ
ン
の
全
人
口
の
三
・
四
％
）
、
面
積
二
万
八
千
平
方
粁
の
森
林
州
で
、
過
疎

地
帯
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
失
業
率
二
・
三
％
（
国
平
均
二
．
一
％
）
、
生
活
保
護
受

給
率
二
・
九
％
（
同
四
・
三
％
）
、
禁
酒
保
護
法
上
の
措
置
対
象
者
一
、
○
O
O

人
当
り
一
・
四
（
同
一
・
『
）
、
犯
罪
率
一
万
人
当
り
六
七
一
（
同
九
八
四
）
で

あ
る
。
薬
物
犯
罪
は
、
一
万
人
当
り
一
八
（
全
国
で
は
二
七
）
で
あ
る
。

　
調
査
結
果
は
、
薬
物
の
乱
用
の
規
模
、
乱
用
の
性
質
（
薬
物
の
種
類
、
使
用
回

数
な
ど
）
、
乱
用
者
の
年
齢
、
性
別
、
地
域
的
分
布
に
分
け
て
示
さ
れ
て
い
る
。

乱
用
さ
れ
る
薬
物
咲
大
麻
が
主
で
（
五
〇
％
）
、
大
麻
と
他
の
薬
物
の
双
方
の

乱
用
を
入
れ
る
と
九
五
％
に
な
る
。
こ
れ
以
外
の
薬
物
の
乱
用
は
、
全
国
平
均

よ
り
ず
つ
と
少
な
い
。
性
別
で
は
男
、
年
齢
で
は
二
〇
～
二
九
歳
が
多
く
、
こ

れ
は
全
国
平
均
と
変
ら
な
い
。
軽
度
の
乱
用
者
が
多
く
、
重
い
乱
用
者
は
一
万

人
当
り
四
九
で
全
国
平
均
（
九
二
）
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
。
乱
用
者
の
す
る

犯
罪
は
、
詐
欺
な
ど
の
財
産
犯
が
多
い
。
乱
用
が
犯
罪
を
促
進
す
る
要
素
に
な

り
得
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
肯
定
的
で
あ
る
Q
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
と
の

比
較
で
は
、
後
者
に
非
行
性
の
進
ん
だ
薬
物
乱
用
者
の
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
第
五
の
報
告
書
は
、
行
動
療
法
に
つ
い
て
の
文
献
研
究
で
あ
る
。
主
と
し

て
、
一
九
七
〇
年
以
降
の
英
文
の
行
動
療
法
に
関
す
る
文
献
資
料
を
用
い
て
、

行
動
療
法
の
矯
正
保
護
領
域
で
の
応
用
の
国
際
的
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
行
動
療
法
は
、
実
験
心
理
学
的
知
見
に
も
と
づ
い
て
精
神
障
害
老
な
ど
に
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
矯
正
保
護
領
域
で
の
適
用
に
つ
い
て
、
倫
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理
的
問
題
と
適
用
対
象
と
が
扱
わ
れ
て
い
る
●

　
倫
理
的
間
題
は
、
患
者
が
自
ら
援
助
を
求
め
て
来
る
医
療
の
領
域
で
は
特
別

な
間
題
を
生
じ
な
い
が
（
そ
れ
で
も
、
洗
脳
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
多
数
の
批
判
が

米
国
で
行
動
療
法
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
倫
理
綱
領
の
作
成
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
）
、
強

制
を
中
核
と
す
る
矯
正
保
護
領
域
で
は
、
こ
れ
が
当
然
問
題
に
な
る
。
マ
コ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

キ
ー
の
い
わ
ゆ
る
善
時
制
は
、
非
体
系
的
な
一
種
の
行
動
療
法
的
手
段
で
あ
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
行
動
療
法
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
個
々
の

ケ
ー
ス
に
即
し
て
倫
理
上
の
問
題
を
処
理
し
た
上
で
、
試
行
さ
れ
る
べ
き
だ
と

さ
れ
る
。

　
矯
正
保
護
領
域
で
の
行
動
療
法
の
適
用
に
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
第
一

は
、
性
犯
罪
者
、
薬
物
乱
用
者
、
強
迫
神
経
症
な
ど
個
人
的
な
偏
椅
者
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
薬
物
乱
用
者
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
批
判

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
施
設
内
で
の
行
動
の
変
容
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
形
で
の
適
用
が
九
〇
％
以
上
だ
と
さ
れ
る
。
代
表
的
な
六
種
の
ブ

ロ
グ
ラ
ム
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
社
会
内
処
遇
と
結
合
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
特
に
、
行
動
療
法
的
家
族
療
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
非
行
少
年
を
出
し
て
い
る
家
族
を
中
心
に
、
そ
の
親
に
対
し
て

行
動
療
法
的
接
近
を
し
た
例
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
◎
中
で
も
、
ア
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ク
サ
ン
ダ
ー
と
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
研
究
結
果
が
、
行
動
療
法
の
有
効
性
を
示
す
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
再
犯
率
の
点
で
、
行
動
療
法
的
家
族
療

法
は
二
六
％
で
一
番
低
く
、
対
象
者
中
心
療
法
、
折
衷
的
心
理
力
動
的
家
族
療

法
な
ど
よ
り
は
る
か
に
再
犯
率
が
低
か
つ
た
と
い
う
。
そ
の
他
、
一
般
的
に
、

少
年
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
と
き
に
比
較
的
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
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る
o　

一
九
七
七
年
に
犯
罪
防
止
委
員
会
は
、
政
府
か
ら
経
済
犯
罪
に
対
す
る
取
締

立
法
の
検
討
を
委
託
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
資
料
の
中
に
経
済
犯

罪
に
関
す
る
も
の
が
比
較
的
多
い
の
も
、
こ
の
理
由
に
よ
る
。
こ
の
政
府
の
委

託
に
応
ず
る
も
の
と
し
て
、
犯
罪
防
止
委
員
会
は
、
一
九
八
一
年
中
に
左
記
の

四
点
の
報
告
書
を
以
上
と
は
別
に
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
書
名
の
紹

介
の
み
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
6
、
ω
o
ζ
身
言
α
q
号
3
3
勺
鼠
お
o
o
一
”
一
（
会
計
帳
簿
犯
罪
）

　
7
、
崔
譜
巴
訂
臼
ε
拐
冨
b
留
r
コ
≦
お
oo
ご
O
（
違
法
な
動
物
取
引
）

　
8
、
O
o
筐
鼻
9
0
ヨ
㌍
ざ
嘗
3
＝
三
〈
陣
0
3
器
e
岳
＝
ω
日
o
旨
一
堕
勺
ζ
一
〇
〇
〇
一
”
ω
、

　
　
（
隠
さ
れ
た
経
済
、
取
締
水
準
と
社
会
道
徳
）

　
9
、
∪
。
二
鱒
丘
留
密
玲
。
『
勺
ζ
一
〇
〇
〇
ご
駆
。
（
滞
納
）

　
右
の
他
、
犯
罪
防
止
委
員
会
は
機
関
誌
切
園
》
＞
勺
国
○
勺
＞
を
発
行
し
て
い

る
。
一
九
八
一
年
に
は
六
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
。

（
1
）
法
学
研
究
五
二
巻
｝
二
号
五
八
頁
以
下

（
2
）
冑
0
9
珠
曾
o
ξ
器
帥
民
o
愚
α
9
燭
o
昌
質
①
器
暮
暮
凶
8
し
き
」
鴇
ト
国
『
一
－

　
ヨ
ぎ
o
一
〇
鳴
跨
騰
o
易
屏
巳
ロ
堕
ω
O
¢
一
零
も
o
”
ω
9
℃
℃
●
鴇
筒
．
9
●

（
3
）
発
足
当
時
の
委
員
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
田
お
犀
雷
》
一
〇
×
”
区
興
ω
ω
o
P
ま
話
げ
q
づ
房
一
彗
一
ω
3
い
ρ
O
α
ω
鼠
O
碧
一
の
ω
o
P

　
胃
o
h
o
器
o
き
曽
o
o
屏
げ
o
一
目
q
⇒
貯
‘
ω
8
昌
＝
o
鼻
ω
o
ゲ
Φ
詳
甘
『
’
屏
”
昌
亀
‘
ω
〈
g

　
＝
o
叢
警
∬
℃
o
吋
一
畦
ヨ
の
＄
P
α
o
℃
”
旨
目
〇
三
鼓
み
甘
の
江
什
一
a
o
饗
答
言
o
暮
o
辞

　
切
o
　
ζ
巽
菖
霧
8
P
　
鴨
器
轟
一
ユ
ヰ
爵
S
♪
　
囚
ユ
目
ぎ
旦
く
弩
駐
ω
ξ
お
一
器
p

　＝o

一
鵬
忠
国
0
5
”
p
q
o
き
　
即
幹
愚
置
ゆ
の
貰
o
℃
O
ゆ
ユ
ー
国
α
〈
帥
a
ω
ε
鱒
Φ
戸
益
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
六
一
言
一
）
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富
o
ゲ
o
艶
ω
0
9
巴
山
o
℃
”
詳
目
①
β
脾
9
り
民
ロ
ロ
“
ω
〈
o
ユ
噂
鷺
o
h
o
ω
ω
o
斜
民
二
B
一
昌
呂
ー

　
〈
9
0
霧
脚
”
覧
一
ひ
q
m
　
ぼ
ω
寓
言
け
①
戸
餌
帥
3
↓
ゲ
o
旨
ω
富
鼻
り
冥
o
h
o
ω
o
・
o
斜
ω
8
爵
1

　
げ
o
一
9
q
ロ
一
く
。

（
4
）
ω
冨
寓
の
該
ω
冨
8
暮
3
一
冨
簿
P
男
馨
富
ω
富
鈴
一
9
一
玲
賢
ω
げ
◎
ぎ

（
5
）
国
o
寄
旨
国
⇔
巨
ゲ
o
『
P
O
目
ぼ
9
富
一
蒔
冨
け
一
¢
〈
o
拐
尻
帥
ざ
B
B
§
o
J

　
ω
3
詳
器
薯
9
毘
ぎ
σ
q
o
P
閏
帥
署
o
旨
這
o
o
一
”
一
、
P
一
〇
9
そ
の
要
因
と
は
人
口

　
の
集
中
、
小
住
居
で
の
居
住
、
家
族
の
離
散
で
あ
る
。

（
6
）
U
9
寓
縄
霊
器
o
P
国
ざ
8
目
一
毘
ぼ
o
菖
の
一
凶
管
9
〈
筐
一
B
℃
o
詳
o
畠

　
o
図
℃
o
旨
賜
国
ρ
唱
℃
o
旨
一
〇
〇
〇
一
”
斡
℃
P
　
8
鴇
臨
・
U
o
り
O
ヨ
隔
辞
9
言
o
q
帥
く
畠
o
昌

　
o
国
o
昌
o
目
置
国
印
げ
8
9
ω
一
㎡
げ
o
酔
o
P
O
P
9
け
‘
閃
”
℃
℃
o
詳
お
oo
一
”
一
●
℃
P
一
〇〇
〇

　
謹
●

（
7
）
鼠
卑
o
q
霊
器
o
P
O
℃
●
9
け
こ
寄
署
o
旨
一
〇
。
。
一
”
N
●
箸
。
一
零
（
国
ざ
8
B
一
爵

　
げ
3
穽
匹
蒔
ザ
φ
ゴ
冒
¢
お
Qo
O
＼
o
o
ご
留
｝
り
爲
よ
り
引
用
）

（
8
）
　
報
告
書
に
は
ぎ
ざ
昌
0
8
8
目
『
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
．

（
9
）
ト
劉
≧
o
惹
区
R
m
区
切
●
＜
。
評
お
o
房
り
ω
げ
o
旨
占
忠
目
げ
o
富
二
〇
召
一

　
一
旨
o
ミ
o
暑
一
8
毛
一
爵
3
一
『
ρ
琴
暮
富
B
筐
①
ω
り
い
o
㎞
＞
び
ロ
o
『
目
巴
》
ω
で

　
o
ぎ
o
一
〇
碗
団
・
oo
一
＼
一
〇
お
。
℃
℃
●
曽
O
I
認
ひ
・

〔
後
記
〕
　
以
上
の
資
料
は
、
す
べ
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
K
・
ス
ベ
リ
教
授
の
御

好
意
に
よ
り
、
犯
罪
防
止
委
員
会
よ
り
筆
者
に
送
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
．
こ
こ
に

記
し
て
、
伺
教
授
に
対
し
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
．

八
六
　
　
（
六
二
四
）
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